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退公連・日公連を会員の
共有財産にしましょう

会員がつながる核にしましょう

　
先
の
国
会
で
、
現
役
世

代
に
配
慮
す
る
政
策
を
議

論
す
る
場
面
が
多
く
あ
っ

た
。
介
護
保
険
の
利
用
者

負
担
、
高
額
療
養
費
上
限

の
引
き
上
げ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
品
の
負
担
等
の
議
論

は
、
現
役
世
代
の
負
担
軽

減
に
繋
げ
る
た
め
だ
●
我

々
も
子
や
孫
が
重
い
負
担

に
苦
し
む
こ
と
を
望
ん
で

は
い
な
い
。
そ
の
た
め
、

双
方
が
納
得
す
る
よ
う
な

政
策
が
望
ま
し
い
。
そ
の

例
が
、
昨
年
の
年
金
改
正

が
行
わ
れ
た
在
職
老
齢
年

金
の
支
給
制
限
の
改
正
や

被
用
者
保
険
の
適
用
拡
大

だ
。
働
い
た
人
の
将
来
の

年
金
の
増
額
に
繋
が
り
、

ま
た
、
現
在
年
金
を
受
け

て
い
る
人
の
財
源
に
も
な

る
。
こ
の
よ
う
な
政
策
を

求
め
る
●
何
よ
り
望
ま
し

い
の
は
経
済
成
長
だ
。
物

価
上
昇
を
上
回
る
賃
金
上

昇
が
実
現
し
、
恒
久
化
す

れ
ば
、
年
金
受
給
者
は
、

物
価
上
昇
分
の
年
金
額
改

定
に
よ
り
、
物
価
上
昇
を

恐
れ
ず
に
生
活
が
で
き

る
。
現
役
世
代
は
、
賃
金

の
上
昇
に
よ
り
保
険
料
の

負
担
感
を
和
ら
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。
こ
う
し
た
政

策
を
講
じ
て
、
年
金
生
活

者
と
現
役
世
代
が
互
い
を

リ
ス
ペ
ク
ト
で
き
る
社
会

の
実
現
を
期
待
。

�

（
Ｈ
・
Ｍ
）

年
金
制
度
改
正
法
が
成
立
！

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
ま
す

第3回
　
東
北
地
方
、北
陸
地
方
、

山
陰
地
方
を
中
心
と
す
る

大
雪
の
影
響
を
受
け
て
、

交
通
機
関
が
乱
れ
４５
都
府

県
の
う
ち
７
県
連
の
事
務

局
長
が
欠
席
さ
れ
る
と
い

う
、
最
近
に
な
い
異
例
の

局
長
会
議
が
去
る
１
月
２２

日
に
日
本
退
公
連
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。

　
鴨
下
会
長
は
や
む
を
得

な
い
事
情
で
欠
席
さ
れ
た

が
、
会
長
の
思
い
は
、
１

月
５
日
に
日
公
連
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た

標
準
報
酬
月
額
の
上
限
の

引
き
上
げ

　
今
回
は
、
保
険
料
の
計

算
に
使
う
賃
金
の
上
限
の

引
き
上
げ
に
つ
い
て
で

す
。

　
厚
生
年
金
の
保
険
料

は
、
毎
月
受
け
取
る
賃
金

（
月
給
）
と
賞
与
（
ボ
ー

ナ
ス
）
に
つ
い
て
、
別
々

に
計
算
し
ま
す
。月
給
は
、

毎
年
４
月
か
ら
６
月
に
支

給
さ
れ
た
額
を
元
に
、「
標

準
報
酬
月
額
」
を
計
算
し

ま
す
。
ボ
ー
ナ
ス
は
、
支

給
さ
れ
る
毎
に
「
標
準
ボ

ー
ナ
ス
」を
計
算
し
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
保
険
料
を

年
頭
所
感
を
配
布
し
て
出

席
者
に
示
さ
れ
た
。

　
専
務
理
事
の
会
務
報
告

事
務
局
か
ら
令
和
８
年
度

の
年
間
行
事
予
定（
案
）と

分
担
金
等（
案
）の
説
明

　
眞
柴
年
金
専
門
員
は
、

令
和
７
年
度
の
年
金
制
度

改
正
の
内
容
説
明

　
室
井
社
会
保
障
対
策
委

員
長
は
、
令
和
８
年
度
社

会
保
障
制
度
改
革
に
関
す

る
要
望
書
（
案
）
の
説
明

　
柳
本
勝
三
郎
社
会
貢
献

活
動
推
進
委
員
長
は
、
活

計
算
し
ま
す
が
、
月
給
、

ボ
ー
ナ
ス
そ
れ
ぞ
れ
に
つ

い
て
、
１８
・
３
％
の
保
険

料
率
を
乗
じ
て
決
定
し
ま

す
。
そ
の
負
担
は
、
本
人

と
事
業
主
と
で
２
分
の
１

ず
つ
で
す
。
こ
の
標
準
報

酬
月
額
は
１
等
級
（
８．８
万

円
）
か
ら
、
３２
等
級
（
６５

万
円
）ま
で
あ
り
ま
す
が
、

男
性
加
入
者
の
う
ち
、
上

限
の
６５
万
円
に
該
当
す
る

人
の
割
合
が
高
く
な
っ
て

い
て
、
賃
金
に
対
し
て
、

負
担
す
る
保
険
料
の
割
合

が
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
段

階
的
に
上
限
と
な
る
等
級

動
推
進
計
画
の
説
明
の

後
、
高
齢
者
の
見
守
り
、

子
育
て
支
援
（
特
に
放
課

後
子
供
教
室
）、
認
知
症

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
な

ど
、
和
や
か
な
人
間
関
係

の
醸
成
に
努
め
た
い
と
強

調
　
門
松
組
織
委
員
長
は
、

組
織
の
拡
充
推
進
計
画

（
案
）
の
説
明
の
後
、
日

公
連
の
正
会
員
は
、
平
成

　
６
年
の
３７
万
７
千
人
を

ピ
ー
ク
に
現
在
は
１０
万
人

を
割
る
寸
前
。
正
・
準
・

を
加
え
て
い
く
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

上
限
に
該
当
し
て
い
る
人

が
、
負
担
能
力
に
応
じ
て

保
険
料
を
納
め
る
よ
う
に

な
り
、
本
人
の
将
来
の
給

付
も
増
額
し
ま
す
。ま
た
、

厚
生
年
金
の
財
政
状
況
が

改
善
さ
れ
る
た
め
、
該
当

者
以
外
も
含
む
全
体
的
な

将
来
の
給
付
水
準
も
上
昇

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　
こ
の
改
正
は
、
今
後
３

年
か
け
て
、
次
の
よ
う
に

段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
す
。
２
０
２
７
年
９
月

６８
万
円
、
２
０
２
８
年
９

賛
助
会
員
を
合
わ
せ
た
総

会
員
数
２０
万
人
を
目
指
し

て
会
員
獲
得
推
進
計
画
を

立
て
た
い

　
河
野
富
喜
子
女
性
部
委

員
長
は
、
令
和
８
年
度
の

活
動
推
進
計
画
の
テ
ー
マ

を
「
広
く
深
く
長
く
、　

社
会
貢
献
活
動
を
展
開
し

よ
う
、
会
員
獲
得
に
臨
み

た
い
」

組
織
強
化
、
事
例
発
表

１
、
山
形
県
連

�

白
鳥
樹
一
郎
事
務
局
長

　
現
職
公
務
員
の
処
遇
改

善
の
活
動
は
、
現
職
と
の

つ
な
が
り
を
強
化
し
、
退

公
連
の
社
会
的
認
知
が
広

が
る
期
待
を
持
た
せ
た
。

月
７１
万
円
、
２
０
２
９
年

９
月
７５
万
円

遺
族
年
金
の
見
直
し（
１
）

　
遺
族
年
金
は
、
年
金
加

入
者
が
亡
く
な
っ
た
場
合

に
、
亡
く
な
っ
た
人
に
生

計
を
頼
っ
て
い
た
人
の
生

活
を
保
障
す
る
も
の
で

す
。
遺
族
年
金
に
は
、
定

額
の
遺
族
基
礎
年
金
と
報

酬
比
例
の
遺
族
厚
生
年
金

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
う

ち
、「
遺
族
厚
生
年
金
」は
、

厚
生
年
金
の
加
入
者
に
生

計
を
頼
っ
て
い
た
遺
族
が

受
け
取
れ
る
年
金
で
す
。

有
期
給
付
の
対
象
者
が
拡

大
さ
れ
ま
す

　
改
正
前
は
、
６０
歳
未
満

の
配
偶
者
が
厚
生
年
金
を

受
け
る
場
合
、
子
ど
も
の

有
無
や
年
齢
に
よ
っ
て
給

付
さ
れ
る
タ
イ
ミ
ン
グ
や

ど
、
子
ど
も
の
い
な
い
配

偶
者
の
遺
族
厚
生
年
金
が

有
期
化
さ
れ
ま
す
。ま
た
、

こ
の
５
年
間
に
生
活
再
建

の
め
ど
が
立
た
な
い
場
合

に
は
、給
付
が
継
続
さ
れ
、

２
、
兵
庫
県
連

　
坂
井
憲
司
事
務
局
長

　
会
報
や
新
聞
の
手
配

り
、
支
部
総
会
や
役
員
会

が
参
加
者
の
懇
親
の
場
と

も
な
り
、
会
員
の
交
流
の

大
切
さ
を
語
る
報
告
。

３
、
香
川
県
連
　
　

　
野
郷
光
宏
事
務
局
長

　
女
性
会
員
数
が
男
性
よ

り
は
る
か
に
多
い
県
連
。

女
性
会
員
の
知
恵
と
行
動

力
が
組
織
の
活
動
源
に
。

女
性
会
員
の
力
に
期
待
。

日
公
連･

退
公
連
の
第
２

の
創
立･

第
２
の
誕
生

　
小
松
専
務
理
事
か
ら
、

資
料
に
基
づ
き
、
構
想
と

取
り
組
み
を
提
言

期
間
に
男
女
差

が
あ
り
ま
し

た
。
今
回
の
改

正
で
は
、
子
ど

も
の
い
な
い
３０

歳
未
満
の
妻
に

限
定
さ
れ
て
い

た
５
年
間
の
有

期
給
付
の
対
象

者
が
、
男
女
を

問
わ
ず
６０
歳
未

満
の
配
偶
者
に

拡
大
さ
れ
ま
し

た
。
具
体
的
に

は
、
改
正
後
に

子
ど
も
の
い
な

い
厚
生
年
金
加

収
入
に
応
じ
て
年
金
額
を

調
整
す
る
仕
組
み
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

〈
遺
族
年
金
の
見
直
し

は
、
第
４
回
に
続
く
〉

年金改正の詳細解説は日公連ＨＰに掲載。ＨＰの「本部からのお知らせ一覧」から。

全
国
事
務
局
長
会
開
催

　
会
員
と
退
公
連
、
退
公
連
と

　
　
　
日
公
連
の
一
体
化
を
求
め
て

入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
人
に
生
計
を
頼
っ
て

い
た
６０
歳
未
満
の
配
偶
者

は
、
有
期
給
付
加
算
を
含

む
５
年
の
有
期
年
金
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
な
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会
員
の
広
場

中
山
様
か
ら
望
む

新
美
南
吉
記
念
館・
権
現
山

「笑いヨガ」講演会実施

みんなでいっしょに
「ハハハ〜」
「ホホホ〜」

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

引
出
し
に
溢
れ
る
ほ
ど
の
思
ひ
出
を

片
付
け
を
り
て
夕
焼
け
と
な
る

�

愛
知
県
　
加
藤
ひ
ろ
美

娘こ

の
選
り
し
ピ
ン
ク
の
マ
ニ
キ
ュ
ア
爪

に
つ
け
ち
ょ
っ
ぴ
り
華
や
ぐ
今
宵
の
わ

た
し�

青
森
県
　
畑
山
房
子

道
の
駅
で
妻
が
求
め
し
白
ナ
ス
に

知
人
の
名
あ
り
鴫し

ぎ

焼
き
旨
し

�

鳥
取
県
　
藤
田
　
修

母
親
を
亡
く
し
し
子
熊
は
冬
眠
を

覚
え
ぬ
ま
ま
に
里
に
出
回
る

�

福
島
県
　
今
野
金
哉

早
梅
や
一
輪
三
旬
咲
き
続
け

�

山
口
県
　
粟
屋
邦
夫

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

家
計
簿
が
車
検
証
だ
よ
火
の
車

�

愛
知
県
　
小
笠
原
幸
男

な
ん
だ
っ
け
ど
こ
だ
っ
け
増
し
年
を

越
し�

栃
木
県
　
横
田
元
子

局
員
の
行
き
届
き
た
る
対
応
に

は
が
き
を
余
分
に
買
い
て
帰
り
ぬ

�

兵
庫
県
　
平
山
　
進

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

寒
行
の
迫
り
来
る
音
闇
を
分
け

�
山
形
県
　
上
野
直
樹

立
ち
上
が
り
用
事
忘
れ
て
ま
た
座
わ
る

�

岐
阜
県
　
石
神
孝
治

「
変
わ
ら
な
い
」
う
そ
と
知
り
つ
つ
笑

み
こ
ぼ
れ�

栃
木
県
　
三
浦
敏
子

店
頭
の
米
の
価
格
が
憎
く
見
え

�

福
島
県
　
青
山
邦
夫

意い

馬ば

心し
ん

猿え
ん

心
に
染し

み
る
除
夜
の
鐘

�

福
岡
県
　
吉
松
利
文

加
齢
と
は
逆
比
例
か
な
賀
状
書
く

�

兵
庫
県
　
春
井
　
薫

長
屋
門
し
め
縄
か
ざ
り
福
を
待
つ

�

大
阪
府
　
行
田
徳
子

心豊かに心豊かに

　
昨
今
の
物
価
高
に
よ

り
生
活
の
厳
し
さ
が
増

し
、
誰
も

が
安
心
で

き
る
社
会

保
障
制
度

の
構
築
を
求
め
て
い
く

こ
と
が
退
公
連
に
与
え

ら
れ
た
使
命
。
会
員
の

皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て

こ
の
社
会
保
障
制
度
を

次
世
代
に
継
続
で
き
る
よ

う
、
こ
れ
か
ら
も
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

　
私
は
、
今
年
で
８５
歳
を

迎
え
大
病
も
な
く
こ
れ
ま

で
健
康
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
日
々
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
身
体
づ
く
り
を
し
て
い

ま
す
が
、
ま
わ
り
の
皆

様
か
ら
元
気
を
い
た
だ

い
て
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
こ
と
が
心
の
大
き

な
支
え
に

な
っ
て
い

ま
す
。
人

は
人
に
支

え
ら
れ
活
か
さ
れ
て
い

る
感
謝
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
に
、
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
過
ご
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

「
日
々
、
お
も
う
こ
と
」

京
都
府
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
岡
島
　
脩
雄

私
の
ひ
と
こ
と

事
務
局
短
信

　
東
京
都
連
・
世
田
谷
支
部
は
昨
年
度
、
会
員
の
皆
様
の
努
力
に
よ
り
会
員
数
が
増
え
、
全
国
大
会
で
「
努

力
賞
」
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
が
、
一
層
の
努
力
が
必
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
、
そ

し
て
、
か
ね
て
よ
り
念
願
だ
っ
た
「
笑
い
ヨ
ガ
」
の
講
演
会
を
区
民
の
参
加
を
得
て
実
施
で
き
ま
し
た
。

東
京
都
退
職
公
務
員
連
盟
世
田
谷
支
部
　
伊
藤
朝
三

いきいき退公連

東京都連の巻

　
新
美
南
吉
の「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」

は
昭
和
６
年
に
草
稿
が
書
か

れ
、
翌
年
に
児
童
文
学
誌
『
赤

い
鳥
』
に
発
表
、
死
後
１３
年
経

っ
た
昭
和
３１
年
に
教
科
書
教
材

に
採
用
さ
れ
る
。
そ
し
て
今
か

ら
４５
年
前
の
昭
和
５５
年
に
小
学

４
年
生
の
国
語
の
教
科
書
に
掲

載
さ
れ
、
今
日
ま
で
途
切
れ
ず

続
い
て
い
る
。

　
一
つ
の
作
品
が
、
す
べ
て
の

国
語
教
科
書
に
載
る
と
い
う
こ

と
は
驚
く
べ
き
こ
と
で
、
日
本

　
新
美
南
吉
記
念
館
の
駐
車

場
、
連
休
中
の
今
日
は
、
名
古

屋
ナ
ン
バ
ー
に
交
じ
っ
て
三

河
、
岡
崎
、
豊
橋
…
…
。
京
都

や
神
戸
、
品
川
の
車
も
あ
る
。

　
屋
根
を
芝
生
で
覆
い
、
地
下

に
造
ら
れ
た
独
特
な
建
物
。
童

話
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
に
登
場
す

る
中な

か

山や
ま

様さ
ま

、
村
の
小
川
（
矢や

勝か
ち

川
）、
狐
が
棲す

ん
で
い
る
と
言

わ
れ
る
権ご

ん

現げ
ん

山
…
…
な
ど
の
作

品
舞
台
に
配
慮
し
て
設
計
さ
れ

た
記
念
館
で
あ
る
。

人
は
１０
歳
に
な
っ
た
ら
全
員
が

教
室
で
「
ご
ん
ぎ
つ
ね
」
を
学

ぶ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し

て
そ
れ
が
長
く
継
続
す
る
。
４５

年
前
の
４
年
生
は
、
今
５５
歳
。

つ
ま
り
、
今
、
教
室
で
学
ぶ
４

年
生
の
、
父
も
母
も
、
も
し
か

し
た
ら
祖
父
母
も
、
ゴ
ン
の
最

期
に
涙
し
た
こ
と
に
な
る
。

　
夏
休
み
や
連
休
に
は
、「
ご
ん

ぎ
つ
ね
」
を
読
ん
だ
親
子
連
れ

や
全
国
の
南
吉
フ
ァ
ン
が
、
こ

こ
愛
知
県
半
田
市
を
訪
れ
る
。

　
南
吉
は
２９
歳
の
死
の
床
で

「
私
は
池
に
向
か
っ
て
小
石
を

投
げ
た
。
水
の
波
紋
が
大
き
く

広
が
る
の
を
見
て
か
ら
死
に
た

か
っ
た
の
に
…
…
残
念
だ
」
と

恩
師
の
奥
さ
ん
に
言
い
残
し

た
。今
、南
吉
が
夢
見
た「
波
紋
」

は
、
大
き
く
広
が
っ
て
い
る
。

た
。
講
師
は
、
日
本
笑
い

ヨ
ガ
協
会
認
定
講
師
で
あ

り
介
護
福
祉
士
で
「
横
浜

と
つ
か
笑
い
ヨ
ガ
」
の
主

宰
　
杉
本
由
美
氏
で
す
。

　
笑
う
時
に
は
理
由
が
あ

「
笑
い
ヨ
ガ
」
体
験
会
報
告

「
笑
い
ヨ
ガ
」
体
験
会
報
告

笑
い
に
は
驚
く
ほ
ど
の
健
康
効
果
！

笑
い
に
は
驚
く
ほ
ど
の
健
康
効
果
！

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

　
　「
南
吉
の
波
紋
を
広
げ
る
」

愛
知
県
退
職
公
務
員
連
盟
　
半
田
支
部
　
山
本 

英
夫
　

り
、
子
ど
も
は
一
日
に
３００

～
４００
回
笑
い
ま
す
。
成
人

は
２０
回
く
ら
い
、
７０
代
だ

と
２
回
で
、
笑
う
理
由
が

な
い
と
笑
わ
な
く
な
り
、

笑
う
筋
肉
を
使
わ
な
く
な

　
教
職
を
退
職
後
、
新
美
南
吉

記
念
館
館
長
、
地
元
の
区
長
を

務
め
、今
、新
美
南
吉
顕
彰
会
会

長
を
受
け
て
い
る
。
顕
彰
会
と

は
、南
吉
の
故
郷
半
田
市
で
、顕

彰
活
動
を
進
め
よ
う
と
、
昭
和

３６
年
か
ら
続
く
組
織
で
あ
る
。

今
の
波
紋
を
一
層
広
げ
る
こ
と

が
自
分
の
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
な

っ
た
。

（
中
山
様
と
は
、
物
語
の
舞
台

と
な
っ
た
村
の
お
殿
様
、
お
城

が
あ
っ
た
場
所
を
中
山
様
と
呼

ん
で
い
る
）

鍛
え
る
健
康
体
操
で
す
。

　
実
施
す
る
に
あ
た
り
、

東
京
都
退
職
校
長
会
世
田

谷
支
部
と
共
催
事
業
に
位

置
付
け
世
田
谷
区
の
区
報

を
通
し
て
区
民
へ
の
呼
び

　
人
生
１００
年
時
代
、
健
康

の
維
持
・
増
進
の
観
点
か

ら
笑
う
こ
と
が
注
目
さ

れ
、
笑
い
の
効
果
に
つ
い

て
研
究
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

　「
笑
う
門
に
は
福
来
る
」

笑
い
に
は
驚
く
ほ
ど
の
健

康
効
果
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
普
段
か
ら
笑
っ
て

い
な
け
れ
ば
、
笑
う
た
め

の
筋
肉
も
衰
え
、
笑
い
に

く
く
な
り
ま
す
。
笑
い
ヨ

ガ
は
笑
う
た
め
の
筋
肉
を

る
と
笑
わ
な
く
な
る
と
言

い
ま
す
。

　
笑
い
を
呼
吸
法
と
考

え
、
健
康
体
操
と
し
て
考

え
た
も
の
が「
笑
い
ヨ
ガ
」

で
す
。鼻
か
ら
息
を
吸
い
、

口
か
ら
息
を
長
く
吐
く
。

「
ハ
ハ
ハ
…
」「
ホ
ホ
ホ

…
」「
ア
ア
ア
…
」
と
３

種
の
う
ち
、
ど
れ
が
一
番

出
し
や
す
い
か
と
問
わ
れ

る
と
「
ハ
ハ
ハ
」
と
「
ホ

ホ
ホ
」
は
お
腹
か
ら
し
っ

か
り
息
を
吐
く
こ
と
が
で

き
ま
す
。「
ア
ア
ア
」
は

喉
か
ら
な
の
で
出
し
に
く

い
と
の
こ
と
で
す
。
こ
こ

ま
で
は
ほ
ん
の
一
部
の
紹

介
で
す
。

《
参
加
者
の
声
》

◎
ハ
ハ
ハ
、
ホ
ホ
ホ
、
ア

ハ
ハ
、
横
隔
膜
が
動
き
、

　
昨
年
秋
、
日
公
連
の
あ

る
委
員
会
で
「
女
性
役
員

が
勧
誘
す
る
と
会
員
が
増

え
る
」
と
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。
数
年
前
の
全
国

女
性
部
長
会
で
同
じ
声
を

聞
い
た
記
憶
が
あ
り
ま

す
。

　
女
性
の
豊
富
な
話
題
と

語
彙
、行
動
力
、責
任
感
、

人
間
関
係
の
広
さ
、
粘
り

強
さ
等
の
特
性
、
そ
れ
だ

け
で
は
な
さ
そ
う
で
す
。

小
紙
の
長
年
の
課
題
で
し

た
が
、人
の
話
を
聞
い
て
、

本
を
読
ん
で
気
づ
い
た
こ

と
は
、
子
育
て
や
家
計
の

切
り
盛
り
の
経
験
か
ら
、

女
性
は
生
活
者
と
し
て
の

感
覚
が
鋭
い
。
そ
れ
が
勧

誘
の
言
葉
に
微
妙
な
説
得

力
を
持
た
せ
て
い
る
の
で

は
と
気
づ
き
ま
し
た
。
新

た
な
発
見
で
し
た
。

内
臓
に
、
副
交
感
神
経
に

い
い
。

◎
高
齢
者
に
は
笑
い
が
必

要
で
す
。「
笑
い
」
を
脳
に

伝
え
覚
え
さ
せ
る
こ
と
が

楽
し
い
人
生
を
送
る
ヒ
ケ

ツ
か
と
思
い
ま
し
た
。

か
け
も
行
い

ま
し
た
。
区

民
９
名
と
合

わ
せ
、
４０
数

名
の
参
加
が

あ
り
、
昨
年

１１
月
１４
日
に

実
施
し
ま
し

　
小
学
生
・
大
学
生
・
老
人

会
…
…
、
声
が
か
か
れ
ば
、

ど
こ
へ
で
も
行
っ
て
南
吉
の

話
を
続
け
る
日
々
。
膝
が
痛

い
、
腰
が
痛
い
な
ん
て
言
っ

て
お
ら
れ
な
い
。
聞
き
手
に

応
じ
た
資
料
を
作
り
、
分
か

り
や
す
く
南
吉
と
そ
の
作
品

を
語
る
。
子
供
た
ち
や
若
い

人
の
感
想
や
質
問
に
、
改
め

て
学
ば
さ
れ
る
。
か
な
り
の

脳
活
で
あ
り
楽
し
い
。

　
南
吉
と
作
品
の
魅
力
を
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、


